
串間市　大規盛土模造成地　リスト

盛土造成地の位置

分割前 枝番
原地盤面
の勾配
（°）

谷埋め型 腹付け型

θ
面積

3000㎡以上
※1

原地盤面の
勾配20°以上

かつ
高さ5ｍ以上

※2

必要性 結果 住宅 軒数 基準年代 判定 造成年代 判定 算出結果

1 1 0 1 串間-谷-1 1979～1991 谷埋め型 宮崎県串間市大字一氏 5,856 5,856 100 58 27 17 6 16.4 ○ △ 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1979～1991 3 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 有 4 無 有 1974 後 1979～1991 小 3

2 2 1 2-1 串間-谷-2-1 1979～1991 谷埋め型 宮崎県串間市大字奈留 33,755 27,229 89 305 204 38 23 7.1 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 有 無 無 1979～1991 15

・宅地内の盛土側方部に位置する排水施設で浸食
が確認された。素掘りの水路となっており、降雨
により浸食しているものと推測される。変状箇所
は、当該地点の一部であり、盛土滑動を示唆する
連続性のある変状は見られないことから、現状で
は盛土は安定しているものと言える。但し、排水
箇所の変状が進行し、排水機能が低下すれば盛土
が不安定化するおそれがあるため、排水周辺の変
状の進行について着目し、当面は経過観察を実施
することが望ましい。

- A4 有 1 無 無 1974 後 1979～1991 小 15

3 2 2 2-2 串間-谷-2-2 1991～2008 谷埋め型 宮崎県串間市大字奈留 33,755 3,518 32 110 89 31 16 15.6 ○ △ 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1991～2008 100 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 1991～2008 大 100

4 2 3 2-3 串間-谷-2-3 1991～2008 谷埋め型 宮崎県串間市大字奈留 33,755 3,007 57 52 26 25 6 25.1 ○ ○ 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1991～2008 100

・盛土末端部のり面全体でガリ浸食が確認され
た。のり面には植生が点在する程度で、降雨によ
りのり面全体にガリ浸食が発生したものであると
推測される。今後植生の回復が見込めない状況で
あれば、変状の進行拡大によりのり面の崩壊等が
懸念されるため、植生回復に着目した経過観察を
実施することが望ましい。

変状拡大による
のり面崩壊

A1 有 1 無 無 1974 後 1991～2008 大 100

5 3 0 3 串間-腹-3 1979～1991 腹付け型 宮崎県串間市大字奈留 1,086 1,086 26 41 34 14 4 18.8 × △ 不要 - 腹付け型 該当 無 無 無 1979～1991 15
・盛土全体に顕著な変状はなく、新しい谷埋め盛
土により対象地周辺はフラットになっており、現
状では問題ないと判断される。

- C 有 1 無 無 1974 後 1979～1991 小 15

6 4 0 4 串間-谷-4 1970～1974 谷埋め型 宮崎県串間市大字大平 14,878 14,878 61 245 224 27 11 6.2 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1970～1974 60

・盛土頭部や側方部に盛土の滑動を示唆する変状
は見られなかったが、末端盛土のり面に顕著な変
状が確認された。当該のり面は、下からコンク
リート擁壁(H=3.0m)、2段目と3段目に張りブロッ
ク(H=7.0m）、で構成されており、2段目張りブ
ロックに崩壊や空洞化、さらには押し出し現象、3
段目に押し出し現象が確認された。特に、２段目
の張りブロックの変状は顕著であり、施設として
の機能を有していない状況にある。今後、地震に
よる外力が発生した場合、または豪雨により盛土
のり面が崩壊する可能性がある。

盛土のり面の崩壊 A1 有 11 有 無 1974 前 1970～1974 大 60

7 5 0 5 串間-腹-5 1947～1966 腹付け型 宮崎県串間市大字奈留 737 738 49 15 0 14 3 42.3 × ○ 不要 - 腹付け型 非該当 無 無 無 1947～1966 21 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A2 有 1 有 無 1974 前 1947～1966 小 21

8 6 0 6 串間-谷-6 1970～1974 谷埋め型 宮崎県串間市大字奈留 6,175 6,175 107 58 42 8 6 7.5 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1970～1974 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A2 有 3 無 無 1974 前 1970～1974 小 1

9 7 1 7-1 串間-谷-7-1 1970～1974 谷埋め型 宮崎県串間市大字奈留 18,417 11,536 49 235 213 7 8 1.8 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1970～1974 0

・盛土側方部や頭部では顕著な変状はなく健全で
あるが、末端部のり面の上端部付近で弧状の亀裂
が確認された。亀裂箇所は比較的新しく、盛土は
緩みをおびて切迫感が感じられる。外部からの地
震による外力が発生した場合、または豪雨により
盛土は崩壊する危険性がある。

盛土の崩壊 A1 有 5 無 有 1974 前 1970～1974 小 0

10 7 2 7-2 串間-谷-7-2 1979～1991 谷埋め型 宮崎県串間市大字奈留 18,417 6,881 43 159 159 8 7 2.8 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1979～1991 5 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 有 1 無 有 1974 後 1979～1991 小 5

11 8 0 8 串間-谷-8 1991～2008 谷埋め型 宮崎県串間市大字奴久見 3,065 3,065 32 96 60 24 8 14.0 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1991～2008 30
・盛土のり面の下方部の一部で肌落ちが確認され
た程度で、盛土の滑動を示唆する顕著な変状はな
く、現状では比較的安定しているものと言える。

- A3 有 1 無 無 1974 後 1991～2008 小 30

12 9 1 9-1 串間-谷-9-1 2006 谷埋め型 宮崎県串間市大字西方 3,906 2,504 47 54 48 13 7 13.9 △ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 可能性有 無 2006 15

・盛土の輪郭に顕著な変状は見られなかったが、
末端盛土のり面の上端部（路面）に弧状のクラッ
クが確認された。クラックには段差はなく、下方
の擁壁やのり面にも押し出し等は見られないた
め、緊急性は低いものと判断される。また、末端
の道路面に湧水が確認された。道路埋設物の影響
か地下水の影響であるか不明であるが、湧水によ
り盛土を不安定化する恐れがあるため、クラック
箇所及び湧水箇所に着目し、変状の進行性につい
て経過監視を実施することが望ましい。

変状が拡大すれば
盛土のり面の崩壊

A1 有 1 無 無 1974 後 2006 小 15

13 9 2 9-2 串間-谷-9-2 2006 谷埋め型 宮崎県串間市大字西方 3,906 1,402 22 65 60 12 3 10.1 △ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 有 無 2006 15

・盛土の輪郭に顕著な変状は見られなかったが、
盛土末端の湧水や路面からの湧水、盛土側方境界
部に過去の崩壊跡地が確認された。崩壊跡地は現
在植生の回復により安定傾向である。湧水箇所に
おいては常時湧水している状況。現状では盛土は
比較的安定しているが、湧水状況により盛土を不
安定化させる可能性があるため、当面は、湧水箇
所に着目し、盛土の不安定化の有無について経過
監視を実施することが望ましい。

- A1 有 1 無 無 1974 後 2006 小 15

14 10 0 10 串間-谷-10 1986 谷埋め型 宮崎県串間市大字北方 8,273 8,273 45 182 170 4 4 1.2 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 有 無 無 1986 0

・盛土の下方部の一部の宅盤で、コンクリートた
たきのクラックや、盛土側への沈下によるコンク
リートたたき・花壇の開口が確認されたほか、盛
土末端擁壁の一部で開口クラックが確認された。
各変状ともにスポット的な箇所での変状で、盛土
滑動を示唆する連続性は見られないことから、緊
急性は低いものと判断できる。当面は、変状箇所
に着目し、変状の進行性について経過観察を実施
することが望ましい。

- A4 有 1 無 無 1974 後 1986 小 0

15 11 1 11-1 串間-谷-11-1 1993 谷埋め型 宮崎県串間市大字西方 31,363 10,777 45 241 219 8 8 1.9 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 有 無 無 1993 0

・盛土末端付近の側方部となる道路に路面クラッ
クと側溝の段差が確認された。
クラック箇所及び側溝の段差は古いものであり、
進行性は不明であるが、その他周辺に盛土の滑動
を示唆する連続性のある変状が見られないことか
ら、緊急性は低いものと推測される。当面は、路
面箇所の変状に着目して経過観察を実施すること
が望ましい。

- A4 有 3 無 無 1974 後 1993 小 0

16 11 2 11-2 串間-谷-11-2 1993 谷埋め型 宮崎県串間市大字西方 31,363 5,664 32 178 178 3 6 1.0 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1993 2 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 有 2 無 無 1974 後 1993 小 2

17 11 3 11-3 串間-谷-11-3 1974～1979 谷埋め型 宮崎県串間市大字西方 31,363 3,007 47 64 38 11 5 10.1 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1974～1979 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 1974～1979 小 1

18 11 4 11-4 串間-谷-11-4 1974～1979 谷埋め型 宮崎県串間市大字西方 31,363 2,319 32 72 51 8 7 6.2 △ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1974～1979 0

・一部盛土側方部境界の道路でクラックが確認さ
れた。
クラックは密着しており、段差もないことから緊
急性は低いと判断できる。当該箇所周辺に盛土の
滑動を示唆する連続性のある変状は見られないこ
とから、現状では盛土は安定しているものと言え
る。路面変状箇所の進行性に着目し、当面は経過
観察を実施することが望ましい。

- A1 無 0 無 無 1974 後 1974～1979 小 0

19 12 0 12 串間-谷-12 1991～2008 谷埋め型 宮崎県串間市大字西方 7,218 7,218 64 113 87 10 5 5.2 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1991～2008 1

・盛土内の宅地内の一部で、駐車場の亀裂や擁壁
の孕み出し、空洞ブロックの補修跡が確認され
た。補修後の新たな変状や、亀裂箇所の段差等が
見られないことから、現状では緊急性の高いもの
ではないと判断される。但し、今後の変状の進行
拡大によっては、駐車場の変状箇所からの崩壊ま
たは滑り、宅地背後の擁壁の倒壊が懸念される。
当面は、変状箇所の進行状況について経過観察を
実施することが望ましい。

駐車場の崩壊または
滑り

擁壁の倒壊
A1 有 11 有 無 1974 後 1991～2008 小 1

20 13 0 13 串間-谷-13 1991～2008 谷埋め型 宮崎県串間市大字西方 7,878 7,878 93 84 53 13 9 9.1 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1991～2008 1

・盛土側方境界部の一部で擁壁の開口亀裂と押し
出しが確認された。変状の進行性は不明である
が、スポット的に発生しており、盛土崩壊や擁壁
の倒壊を示唆する周辺の連続性は見られない。現
状では盛土全体は比較的安定しているものと判断
できるが、変状箇所に着目し、変状の進行状況に
ついて経過観察を実施することが望ましい。

- A1 有 4 有 無 1974 後 1991～2008 小 1

21 14 0 14 串間-谷-14 1991～1992 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 13,604 13,604 61 222 163 3 4 0.8 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1991～1992 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 有 1 有 有 1974 後 1991～1992 小 0

22 15 1 15-1 串間-谷-15-1 1985 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 52,839 19,530 54 364 351 2 5 0.4 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1985 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 有 2 有 無 1974 後 1985 小 0

23 15 2 15-2 串間-谷-15-2 1985 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 52,839 15,883 47 336 336 13 7 2.2 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1985 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 有 13 有 有 1974 後 1985 小 15

24 15 3 15-3 串間-谷-15-3 1985 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 52,839 1,719 31 56 56 5 5 5.1 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1985 2 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 1985 小 2

25 15 4 15-4 串間-谷-15-4 1985 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 52,839 2,200 31 72 72 11 7 9.0 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1985 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 有 1974 後 1985 小 15

26 15 5 15-5 串間-谷-15-5 1985 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 52,839 11,109 44 254 254 38 17 8.6 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1985 100

・盛土側方部境界に、排水施設の沈下や宅盤のク
ラック、ひな壇擁壁の補修跡が確認された。
・排水の沈下箇所は、古いもので進行性は不明。
・宅盤のアスファルトクラックは、密着しており
段差などは見られない。
・ひな壇擁壁の補修跡には、補修後の変状は見ら
れない。
上記より、盛土内に変状は見られたものの、盛土
滑動の進行性は低く現状では安定しているものと
言える。
当面は、変状箇所に着目し経過観察を実施するこ
とが望ましい。

ひな壇擁壁の倒壊 A1 有 10 無 有 1974 後 1985 大 100

27 15 6 15-6 串間-谷-15-6 1985 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 52,839 2,397 27 90 90 26 8 16.1 △ △ 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1985 60 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 1985 大 60
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28 16 0 16 串間-谷-16 1979～1991 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 6,942 6,942 66 105 78 21 14 11.3 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1979～1991 60

・盛土頭部や側方部に盛土の滑動を示唆する変状
は見られなかったが、末端盛土のり面に顕著な変
状が確認された。当該のり面は、下からブロック
積擁壁が3段、その上部にL型擁壁とのり面で構成
された高さ21mの盛土のり面となっており、1段目
ブロック積は倒壊、さらにその上方のブロック積
にも顕著な開口亀裂や押し出し現象が確認され
た。現状では、1段目のブロック積擁壁は施設とし
ての機能を有していない状況にある。今後、地震
による外力が発生した場合、または豪雨により、2
段目ブロック積擁壁の倒壊、さらには法面全体が
崩壊する可能性がある。

擁壁の倒壊
のり面の崩壊

A1 無 0 有 無 1974 後 1979～1991 大 60

29 17 0 17 串間-腹-17 1991～2008 腹付け型 宮崎県串間市大字本城 1,570 1,570 21 76 23 22 6 15.9 × △ 不要 - 腹付け型 非該当 有 無 無 1991～2008 4

・盛土頭部や側方部に盛土の滑動を示唆する変状
は見られなかったが、末端盛土のり面に顕著な変
状が確認された。当該のり面は、下からブロック
積擁壁が3段、その上部に植生工で構成された高さ
14.8mの盛土のり面となっており、1段目ブロック
積と2段目ブロック積擁壁に顕著な開口亀裂や押し
出し現象が確認された。今後、地震による外力が
発生した場合、または豪雨により、1段目及び2段
目ブロック積擁壁の倒壊、さらには法面全体が崩
壊する危険性があると考えられる。

擁壁の倒壊
のり面の崩壊

A1 無 0 無 無 1974 後 1991～2008 小 4

30 18 1 18-1 串間-谷-18-1 1991～2008 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 7,953 3,175 30 106 69 16 8 8.7 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1991～2008 1

・盛土内に顕著な変状は見られないが、盛土のり
面に過去の崩壊跡地が確認された。現在崩壊面の
植生は回復傾向で比較的安定傾向にある。但し、
今後の降雨状況により浸食拡大が懸念されるた
め、当面は、崩壊跡地浸食拡大に着目し、経過観
察を実施することが望ましい。

- A1 無 0 無 無 1974 後 1991～2008 小 1

31 18 2 18-2 串間-谷-18-2 1979～1991 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 7,953 4,778 29 163 120 30 12 10.4 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1979～1991 30

・盛土内に顕著な変状は見られないが、盛土のり
面側方部に過去の崩壊跡地が確認された。現在崩
壊面の植生は回復傾向で比較的安定傾向にある。
但し、今後の降雨状況により浸食拡大が懸念され
るため、当面は、崩壊跡地の浸食拡大に着目し、
経過観察を実施することが望ましい。

- A1 無 0 無 無 1974 後 1979～1991 小 30

32 19 1 19-1 串間-谷-19-1 1988 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 8,979 5,387 34 158 138 14 7 5.1 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1988 8

・ひな壇擁壁に補修跡や打ち継ぎ目の押し出し、
目地の開口が確認された。押し出し箇所や目地の
開口箇所は、古いもので進行性は不明。補修跡に
おいては、補修後の変状は見られないため、現状
では安定しているものと言える。当面は、変状箇
所の進行性に着目して経過観察を実施することが
望ましい。

変状が拡大すれば
擁壁の倒壊

A1 無 0 有 無 1974 後 1988 小 8

33 19 2 19-2 串間-谷-19-2 1988 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 8,979 2,034 34 59 53 17 11 16.3 △ △ 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1988 15

・盛土側方部の一部でガリ浸食が確認された。当
該変状箇所以外で、盛土の滑動を示唆する顕著な
変状は見られないため、盛土全体は比較的安定し
ているものと言えるが、ガリ浸食箇所の変状の進
行により盛土を不安定化させる恐れがあるため、
当面はガリ浸食箇所に着目して経過観察を実施す
ることが望ましい。

変状が拡大すれば
盛土の崩壊

A1 無 0 無 無 1974 後 1988 小 15

34 19 3 19-3 串間-谷-19-3 1988 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 8,979 1,559 27 59 59 16 13 15.5 △ △ 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1988 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 1988 小 15

35 20 0 20 串間-谷-20 2004 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 3,270 3,270 48 68 38 17 12 14.3 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 2004 3

・宅地内の３か所で、沈下や開口、アスファルト
の補修跡が確認された。下方の盛土のり面には顕
著な変状はなく、現状では健全であると言える
が、宅地内の変状箇所の進行状況により、盛土の
り面に変状が発生する可能性が懸念される。当面
は、宅地内の変状箇所に着目し、変状の進行状況
と下方の盛土のり面について経過観察を実施する
ことが望ましい。

- A1 有 1 無 有 1974 後 2004 小 3

36 21 0 21 串間-谷-21 1986 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 15,158 15,158 111 136 123 11 10 4.6 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1986 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 有 1 無 無 1974 後 1986 小 15

37 22 0 22 串間-谷-22 2014 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 6,313 6,313 45 140 77 25 11 10.0 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2014 4 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2014 小 4

38 23 1 23-1 串間-谷-23-1 2014 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 10,980 5,818 35 168 113 18 12 6.2 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2014 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2014 小 1

39 23 2 23-2 串間-谷-23-2 2014 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 10,980 5,162 38 137 102 16 14 6.5 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2014 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2014 小 1

40 24 0 24 串間-谷-24 2014 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 3,640 3,640 74 49 33 27 4 28.6 ○ ○ 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 2014 100 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 2014 大 100

41 25 1 25-1 串間-谷-25-1 1988 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 11,428 5,614 48 117 89 14 12 6.6 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1988 3 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 1988 小 3

42 25 2 25-2 串間-谷-25-2 1988 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 11,428 1,956 38 52 46 10 8 11.1 △ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1988 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 1988 小 15

43 25 3 25-3 串間-谷-25-3 1988 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 11,428 2,334 36 66 56 15 12 13.1 △ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1988 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 有 1 無 無 1974 後 1988 小 15

44 25 4 25-4 串間-谷-25-4 1988 谷埋め型 宮崎県串間市大字南方 11,428 1,225 28 44 44 10 10 12.8 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1988 5 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 1988 小 5

45 26 1 26-1 串間-谷-26-1 1988 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 6,522 5,455 42 131 95 15 4 6.3 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1988 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 1988 小 1

46 26 2 26-2 串間-谷-26-2 1988 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 6,522 1,067 26 40 35 10 8 14.3 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1988 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 1988 小 15

47 27 0 27 串間-谷-27 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 3,180 3,180 34 92 56 30 9 17.8 ○ △ 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 2003 60 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 2003 大 60

48 28 0 28 串間-谷-28 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 8,061 8,061 52 155 52 31 15 11.5 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 2003 15

・盛土のり面の2段目小段付近から末端のり面まで
崩壊が確認された。崩壊規模は、幅約10ｍ程度
で、高さはのり面２段分の10mと大規模で、現在３
段目のり面のみが健全なものとなっている。地震
などの強い外力が発生した際、または降雨よる崩
壊面の浸食が進行すれば、のり面の崩壊拡大が懸
念される。

のり面の崩壊 A1 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

49 29 1 29-1 串間-谷-29-1 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 11,482 6,594 54 121 81 11 12 5.3 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 1

50 29 2 29-2 串間-谷-29-2 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 11,482 4,889 54 91 91 13 10 7.8 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

51 30 0 30 串間-谷-30 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 5,558 5,558 42 132 117 17 10 7.4 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 2003 15

・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。
但し、のり面小段の排水施設に土砂堆積が確認さ
れる。排水機能低下によりのり面を不安定化させ
ることが懸念されるため、堆積土砂は撤去するこ
とが望ましい。

- A3 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

52 31 1 31-1 串間-谷-31-1 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 29,830 4,035 71 57 31 4 5 4.0 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 0

53 31 2 31-2 串間-谷-31-2 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 29,830 4,968 34 146 122 6 6 2.5 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 0

54 31 3 31-3 串間-谷-31-3 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 29,830 3,546 36 97 58 12 11 7.2 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 1

55 31 4 31-4 串間-谷-31-4 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 29,830 5,097 46 110 76 15 12 7.7 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 2003 1

・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状見られな
かったが、末端付近の一部でのり面のガリ浸食が
確認された。現状では緊急性の低い変状である
が、今後浸食の進行状況によっては、のり面の崩
壊へとつながる可能性が懸念されるため、当面は
変状箇所に着目して、経過観察を実施することが
望ましい。

- A1 無 0 無 無 1974 後 2003 小 1

56 31 5 31-5 串間-谷-31-5 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 29,830 1,473 27 54 54 8 10 8.7 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 5 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 5

57 31 6 31-6 串間-谷-31-6 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 29,830 3,558 43 83 83 17 10 11.6 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

58 32 0 32 串間-腹-32 2003 腹付け型 宮崎県串間市大字本城 1,417 1,417 30 48 31 13 7 15.3 × △ 不要 - 腹付け型 該当 無 無 無 2003 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

59 33 1 33-1 串間-谷-33-1 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 45,766 21,048 56 377 344 32 14 4.8 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 100 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- B4 無 0 無 無 1974 後 2003 大 100

60 33 2 33-2 串間-谷-33-2 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 45,766 5,959 51 116 80 7 14 3.4 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 0

61 33 3 33-3 串間-谷-33-3 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 45,766 5,752 51 113 113 19 10 9.5 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

62 33 4 33-4 串間-谷-33-4 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 45,766 3,655 31 119 119 14 6 6.7 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

63 34 0 34 串間-谷-34 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 4,983 4,983 35 142 104 18 11 7.4 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 3 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 3

64 35 1 35-1 串間-谷-35-1 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 4,374 2,178 42 52 21 15 6 16.4 △ △ 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 3 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 3

65 35 2 35-2 串間-谷-35-2 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 4,374 2,196 21 106 88 11 5 5.9 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 8 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 8

66 36 1 36-1 串間-谷-36-1 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 3,509 2,156 47 46 26 4 5 5.1 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 0

67 36 2 36-2 串間-谷-36-2 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 3,509 1,353 35 38 23 9 5 13.0 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 1

68 37 0 37 串間-谷-37 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 10,387 5,553 62 90 77 6 6 3.8 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 0

69 38 1 38-1 串間-谷-38-1 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 17,199 15,694 54 290 222 17 6 3.4 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 1

70 38 2 38-2 串間-谷-38-2 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 17,199 1,505 27 55 55 13 5 13.3 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

71 39 1 39-1 串間-谷-39-1 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 9,793 7,378 38 195 166 20 10 6.0 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 30
・一部盛土末端部のり面で肌落ちが確認された程
度で、盛土全体に顕著な変状はなく、現状では健
全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 30

72 39 2 39-2 串間-谷-39-2 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 9,793 2,415 31 78 78 11 7 8.1 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

73 40 0 40 串間-谷-40 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 11,056 2,523 48 52 21 4 4 4.7 △ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 2003 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 2003 小 0
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第2次スクリーニング計画

大規模盛土造成地の抽出 優先度評価 基礎資料整理

⑥変動確率
①盛土/擁壁の

形状・構造
②変状 ③地下水

⑤造成年代 ⑥変動確率保全対象

公共施設
各種指定
の有無

74 41 0 41 串間-谷-41 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 3,973 3,973 45 88 56 6 10 3.8 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 2003 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 2003 小 0

75 42 1 42-1 串間-谷-42-1 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 12,681 4,722 46 102 81 1 4 0.7 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 0

76 42 2 42-2 串間-谷-42-2 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 12,681 1,904 37 52 52 3 3 3.1 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 2 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 2

77 42 3 42-3 串間-谷-42-3 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 12,681 6,055 42 146 146 13 3 5.1 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

78 43 0 43 串間-谷-43 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 10,150 10,150 39 260 155 13 5 2.8 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 1

79 44 0 44 串間-谷-44 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 6,553 6,553 46 142 110 8 6 3.2 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 0 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 0

80 45 1 45-1 串間-谷-45-1 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 5,354 2,505 39 64 51 10 4 9.0 △ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 2003 15 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 2003 小 15

81 45 2 45-2 串間-谷-45-2 2003 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 5,354 2,848 55 52 52 9 4 10.1 △ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 2003 5 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 2003 小 5

82 47 0 47 串間-谷-47 1970～1974 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 3,205 3,205 45 71 32 13 4 10.4 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1970～1974 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A2 有 1 有 有 1974 前 1970～1974 小 1

83 48 0 48 串間-腹-48 1970～1974 腹付け型 宮崎県串間市大字本城 1,800 1,800 28 65 23 27 8 22.7 × ○ 不要 - 腹付け型 該当 無 無 無 1970～1974 60 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- B3 無 0 無 無 1974 前 1970～1974 大 60

84 49 0 49 串間-谷-49 1970～1974 谷埋め型 宮崎県串間市大字本城 3,571 3,570 59 60 16 18 8 16.9 ○ △ 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1970～1974 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- B3 無 0 無 無 1974 前 1970～1974 小 1

85 50 0 50 串間-谷-50 1966～1974 谷埋め型 宮崎県串間市大字大納 4,080 4,080 67 61 43 16 5 14.7 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1966～1974 15

・盛土全体に盛土の滑動を示唆する顕著な変状は
見られなかったが、盛土側方境界部に位置する道
路面にクラックと補修跡が確認された。補修後の
新たな変状は発生していないため、進行性は低い
ものと推測されるが、当面は変状の進行性につい
て経過観察を実施することが望ましい。

- A1 有 1 無 無 1974 前 1966～1974 小 15

86 51 0 51 串間-谷-51 1966～1974 谷埋め型 宮崎県串間市大字大納 5,835 5,835 74 79 49 19 6 13.8 ○ × 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1966～1974 8

・盛土全体に盛土の滑動を示唆する顕著な変状は
見られなかったが、雨水処理低下による宅内の浸
食や、のり面の肌落ちが確認された。現在宅地内
の宿泊施設は廃屋となっており、宅地内の維持管
理がなされていない状況にある。宅地内の浸食拡
大により、のり面の不安定化につながることが懸
念されるため、宅地内の維持管理を検討する必要
がある。

- A1 有 1 無 無 1974 前 1966～1974 小 8

87 52 0 52 串間-谷-52 1966～1974 谷埋め型 宮崎県串間市大字大納 3,327 3,327 57 59 21 27 10 24.9 ○ ○ 不要 - 谷埋め型 非該当 有 無 無 1966～1974 100

・盛土全体に盛土の滑動を示唆する顕著な変状は
見られなかったが、盛土のり面には不陸が確認さ
れたほか、末端部には道路が出来ており、一部盛
土が切土されている。切土面にはのり面保護はな
されておらず、降雨により浸食傾向にある。現状
では、盛土全体は比較的安定しているものと判断
できるが、盛土のり面の浸食状況に着目し、経過
観察を実施することが望ましい。

- A1 有 1 無 無 1974 前 1966～1974 大 100

88 53 1 53-1 串間-谷-53-1 1979～1991 谷埋め型 宮崎県串間市大字大納 17,823 10,776 74 146 102 26 21 9.9 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1979～1991 30 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 1979～1991 小 30

89 53 2 53-2 串間-谷-53-2 1979～1991 谷埋め型 宮崎県串間市大字大納 17,823 7,047 58 122 122 9 3 4.4 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 無 無 無 1979～1991 5 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- C 無 0 無 無 1974 後 1979～1991 小 5

90 54 1 54-1 串間-谷-54-1 1991～2008 谷埋め型 宮崎県串間市大字大納 4,196 3,483 36 97 50 19 6 11.1 ○ × 不要 - 谷埋め型 該当 有 無 無 1991～2008 1

・盛土の輪郭に顕著な変状はなく盛土全体は安定
しているものと言えるが、盛土のり面にガリ浸食
と排水末端部で洗堀が確認された。盛土のり面の
植生工が乏しい状況（馬による食害と推測）であ
るために、降雨により浸食されたものと判断でき
る。今後植生の回復が見込めないようであれば、
のり面の浸食が拡大することが懸念されるため、
経過観察を行うことが望ましい。

変状が拡大すれば
盛土のり面の崩壊

A4 有 1 無 無 1974 後 1991～2008 小 1

91 54 2 54-2 串間-谷-54-2 1991～2008 谷埋め型 宮崎県串間市大字大納 4,196 713 21 34 6 13 4 21.6 △ ○ 不要 - 谷埋め型 非該当 無 無 無 1991～2008 1 ・盛土末端部及び盛土全体に顕著な変状はなく、
現状では健全と言える。

- A3 無 0 無 無 1974 後 1991～2008 小 1

※1　一次スクリーニング結果で面積が3,000m2以上であったが、盛土の区分（分割）によって3,000m2未満になったものは、△とした。
※2　原地盤勾配θが15度以上かつ高さ5m以上の場合は、地形データの精度を考慮し△とした。


